
札幌啓成数学科の「主体性を育む取組」
～星取りシステム・深める１問～

札幌啓成高校 杉本 拓也

※ 星取り小テストや３観点評価システムのデータは
HTTPS://DRIVE.GOOGLE.COM/DRIVE/FOLDERS/1CYB__0Q7U2WMTJKUJXCFGR_PWPSCUCRI?USP=SHARING

から取得可能です。貴校でのデータ活用にご利用ください。
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https://drive.google.com/drive/folders/1CYb__0q7U2wMtjKujxCfGR_PwPSCuCri?usp=sharing


概要
①「知・態」を啓成全体として伸ばすには？→「星取り」

②「思・態」を伸ばすには？→「深める１問」



星取りシステム
知・態を伸ばす
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星取りとは？

伝統の週末課題 → 「星取り」へ

問題→解けば★GET。★数評価。
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星取りシステムとは？
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自主学習
self-study

提出小テスト

check

方法改善
improvement

生徒自身の興味や定着して
いない範囲など、生徒が考
え、主体的に学習。

（宿題廃止）
問題により★数あり。

①学習した物を提出。
★数に応じて評価。

②小テスト実施。本当にその
学習で身についたかチェック。

評価。

提出および小テストの結果を受けて

ペアで取組方法やコツ、次への改善
案を話し合う。
（自己調整）

サイクルが回って
「どう学習すれば自分は定着するのか」

のが狙い。



効果測定：うまくいったと思いきや…
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（全国偏差値）

（教材）

◆2023年度 ：数学計 グラフ：折れ線 縦軸：全国偏差値

2023年度３年生

2022年度３年生

2021年度３年生

2020年度３年生

2019年度３年生

星取り実施年度
例年SS６前後up（最大10）

前年比で最大SS10差。
（１年スタサポは同等）

→星取りで基礎定着に差



現在：失敗もあり。要因分析し改善、全学年上昇中。
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星取り２年目

星取り１年目

星取り３年目

星取り４年目

星取り未実施
（週末課題）



•生徒の主体性に依存するシステムのため。

→星取り提出しない子は徹底してやらず。

試行錯誤しない子は伸び悩み。

•→「生徒が頑張ろうとなるイベントが勝負の分かれ目」

星取り→機能させないと伸びない！
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イベント：面談シート

数学ⅡB 評価（前期中間の評価～原案段階～） 

２年   組   番 氏名  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的な態度 

考査平均(100 点) 69 48  

小テスト(100) 66.5   

星取り数(100)   100 

提出物等(100)   100 

模試対プリント(100)  94.4  

100 点換算※ 68.4 58.7 100.0 

普通科順位(2７１人中) 106 105 81 

ABC 評価※ A- B A+ 

※割合を考え計算しています。 ※A+、A-、B、C+、C-で表記しています。 

（より高い評価になるためのアドバイス） 

知識・技能→小テスト（星取り日々やっていつでもできる準備）・再テスト・考査取る。 

思考→講習プリ２周以上頑張る。ペアチャレ頑張る。考査取る。 

態度→星取りで週３０個以上毎回取る。継続して取る。授業熱心に取り組む。提出物。 

 

各観点でどういう力を伸ばしてほしいか、再度掲示します。 

振り返り。（学び方を振り返って、自分で調整して、学習方法を改善しよう） 

４～６月の学習の取り組み方はどうだったか？ どう改善すれば伸びるか？ 

・考査後発行（年４回）。

現段階の成績と、どうすれば成績

上がるかを書いたもの渡す。

・テスト後に「頑張ろう」となるよう。

取組の自己調整を図る。

他、閑散期に「再テスト実施週間」な

どモチベアップイベント開催。
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１年間の流れ（各単元）

※ バックデータ 拡張分散学習 均等分散学習 千代田区立麹町中学校の実践

小テスト
希望者再
テスト

考査

＆解直し

模試前

星取用

配置

希望者
再々

テスト

１～３月
授業で星
取りペア
テスト

悪かった人も再度受
けられる（評価は上

書き）

テスト明けなどイベン
トないときのモチベ

アップ

講習→過去問
星取り→小テストで復習

こんな感じで、何度も何度も復習できた単元は身につきました
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１２月までに全範
囲終えて。

普段の星取りで
身についた力を

試す！



星取りシステム 成功のポイント

これだけ徹底（選択と集中）

①小テストのみひたすら反復

②そのため問題は精選（これだけやる）

最低限の本質理解できる問題選択

③自力で理解できる解説（手書き・動画）

ポイントの考え・公式・判断根拠明示。

失敗：あれもこれも

①考査できていれば身についてる

→１ヶ月後高得点の子が赤点！

②あれもこれもやり応用力つける

→全部解法暗記し出す子多い

③傍用問題集の解説配布のみ

→解説解読困難（解説の解説）
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小テスト
の解説
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なんでこうなる？となるところは

考え方記載

ただのパターン暗記でなく

本質記載
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解説見て分からない場合

解説動画。

授業で伝えた「本質」は記載
（対数ではどんなときに対数を使いたくなるのか）。



つまり。星取りシステムを機能させるには？

「理解できる解説」×「反復システム」

再テスト制

問題数絞る

サクシード
解説頼り×

理解×な子
解説動画



星取りの効果。
入試結果から見ると。

例）北大文系 受検者（合格者）

４人中３人150/150（満点）

→基本的な問題に正確に解答できる力。

一方、共通テストは△。

→星取りだけでは足りない。

思を伸ばす「深める１問」など

が必要。
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深める１問
思・態を伸ばす
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深める１問とは。
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深める１問とは
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①まず解く。

②この問題のポイントが何か

振り返り言語化

（ここまではよくある授業）



深める１問とは
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③探究していく。

・別解作り、比較

・自作問題作成

・日常生活との関わり

・拡張（一般化）

ここまではよくある探究。



深める１問とは
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④提出＆評価＆返却

⑤ペアに質問を受け

その点や再度見たときに

浮かんだ事など、探究していく

⑥ ④⇔⑤を繰り返して深める
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微積が

どう役立っているか

探究（２年８～９月）

「探究」なので

何回も提出OK！

評価上書き。



微積が何に役立つか？ 未来が予測できる！と自分で気づいた生徒
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理数科は３年間深める１問含む探究型授業で思態を鍛えました。23
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共通テストは探究型が相性良し。
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※共通テスト対策は３年１２月のみ。（過去問３年分扱うのみで手一杯）

２４年共通テスト自己採点（全国平均109点　啓成平均110.8点）

人数
平均点

標準偏差
満点

2024 2024

札幌啓成 札幌啓成

01106 01106

高校3年生 高校3年生

理数科 理数科α(数Ⅲ選択）

共通ﾃｽﾄ 共通ﾃｽﾄ

数学１２ 数学１２

34 25

135.3 145.6
28.5 20.7

200 200 900

627.7
79.7

５教科総合
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理数科α(数Ⅲ選択）

共通ﾃｽﾄ

01106

高校3年生

2024

札幌啓成

900

639.8
71.8

５教科総合
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理数科

共通ﾃｽﾄ

01106

高校3年生

2024

札幌啓成



２次試験も探究型授業は相性が良い。（理数科40名）
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全統北大OP（３年11月）

進路状況 啓成全体（現役生のみ）
受験
人数

平均
点

平均

偏差値
北大理 （内訳） 北大文 他大例

合計

（名）

国公立

（名）
北大 国公立

2023 理数科 10 67.9 54.9 7 理6放1 1 大阪２ 10 29 啓成全体 13 176

2022 理数科 8 57.8 46.2 2 理2 2 22 啓成全体 4 110

2021 理数科 8 49.8 44.5 1 理1 1 20 啓成全体 2 99

2020 理数科 12 54.2 47.1 3 理2看1 九州１筑波１ 5 23 啓成全体 5 95

2019 理数科 10 76.4 52.4 4 理1水2作1 1 筑波１東北１ 7 25 啓成全体 8 88

2018 理数科 15 30.5 46.2 1 歯1 2 横国1筑波1 5 18 啓成全体 9 103

2017 理数科 11 51.6 47.3 4 理4 1 東北1 5 18 啓成全体 5 77

数学ⅠⅡⅢＡＢ

(150)

 
型・
科目
 
（配



啓成高校新聞より
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今の結論：「深める１問」の全学年統一化はまだ先。
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深める１問の全学年統一化は難しい。

まずは先生方の共通認識から。
（やる価値をみんな感じること）

やりやすいシステム、わかりやすく、簡単な評価。

そして成績等数値で客観的に伸びていると感じること。



以下、アンケート結果と分析
（星取り１年目学年。２年終わり時に実施）
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星取り小テストしか
していない子が中心

やるもの星取り小テストに集中した
（プリント＆一度やったものがやりやすい）



星取り数が大体満点近い生徒が大半
（週９０～１２０分程度は自主学習できていた）
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だいだいの生徒が
毎回満点（週★３０個）



手書きの解答は市販の解答より生徒はわかりやすい
（解答に「公式」や「なぜそう考えるのか」載せて正解）
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概ね好評。



解説動画はオプション程度（必須でない）
（わからないとき、利用程度。利用しない子も多い）
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「たまに」か「見ない」
生徒が大半



小テストの再テスト制はどうでしたか？
成績表配布はどうでしたか？

• 最初に受けた小テストで自分の苦手なところが分かり、その後もう一度テスト勉強し苦手

克服できるので良いと思いました。

• 再テスト制については、チャンスがもう一回増えて、勉強して点数を上げることができた

ので良かった。小テストの成績確認表の配布によってどの分野の小テストの範囲をやれば良

いか分かったのでとても役にたった。

• 再テスト制は1回だけならまだいいと思うけど、問題も変わらずに何回も受けれるなら

最初のテストで良い点とった人が報われた感じがしないし、それで同じ成績になる

のはおかしいと思う
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ほとんどの生徒は学力状況を自己調整し自分から勉強し、満足。
しかし、最初に点数取れている生徒の中には不満も。

→再テストの内容に工夫が必要！



深める１問は生徒任せだとやってこなかった。
（授業等で意図的に取り組ませる必要）
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ほぼ利用していない！



復習はあまりしていない生徒、ゆるい生徒多い
（授業で扱う、考査解き直し１回★３０個など復習評価で行動変容促したい）
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自力でできるまでやってい
る生徒16％のみ。


